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一
、    

日
　
時
　
２
月
⓯
日
㈯
　    

午
前
９
時 

開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
８
時
㉚
分
～
）

二
、
場
　
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、
対
象
者
　
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、
種
　
目
　
個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
）

　
　
　
　
　

  

★
３
回
戦
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
決
定
。

五
、
会
　
費
　
壱
千
円　
（
賞
品
・
弁
当
代 

当
日
集
金
）

六
、
申
込
締
切
　
締
め
切
り
ま
し
た
。

抽
選
会

抽
選
で
幸
運
な
観
客
者
㉚
名
に
、
常
盤
養
鶏
産
、

鶏
卵
一
箱
（
赤
た
ま
ご
㊵
個
入
り
）
が
贈
ら
れ
、

当
選
者
は
、
大
き
な
箱
を
抱
え
喜
ん
で
い
た
。

こ
れ
で
全
日
程
が
終
了
し
た
。

　

今
年
度
の
芸
能
発
表
会
は
中
南
郡
老
連
（
西
目
屋
村
・
田

舎
館
村
・
大
鰐
町
・
藤
崎
町
）
主
催
（
会
長
は
三
浦
康
子
西

目
屋
村
老
連
会
長
）
で
⓬
月
⓴
日
㈮ 

⓾
時
よ
り
藤
崎
町
文

化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
下
火
に
な
り
参
加
者
は
三
百
人
を
超
え
賑

や
か
な
芸
能
発
表
会
と
な
っ
た
。

　

出
演
数
は
全
体
で
⓲
演
目
で
、
唄
（
カ
ラ
オ
ケ
）
⓾
、
レ

ク
ダ
ン
ス
２
、
舞
踊
３
、
民
舞
１
、
漫
談
１
、
ス
コ
ッ
プ
三

味
線
１
で
あ
っ
た
。

三
浦
康
子
会
長
の
挨
拶

今
日
は
足
下
が
不
如
意
な
中
、
沢
山
お

い
で
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
い
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

次
い
で
司
会
者
山
内
誠
一
郎
・
木
村
美
智
子
（
藤
崎
町
老

連
副
会
長
）
が
心
揺
さ
ぶ
る
軽
妙
な
語
り
で
観
衆
を
沸
か
せ
、

開
演
し
た
。

開
　
演

最
初
は
秋
元
健
治
さ
ん
（
大
鰐
町  

居

土
百
歳
会
）
の
唄
「
想
い
」
か
ら
始
ま
り
、

出
演
者
の
方
々
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
い

通
り
練
習
出
来
ず
悔
し
か
っ
た
思
い
を
振
り
払
う
様
に
元
気

一
杯
舞
台
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、
世
代
交
代
で
若
い
年
代

の
方
々
も
出
演
し
、

舞
台
に
華
を
添
え
た
。

観
客
か
ら
は
「
大
し

た
い
い
唄
だ
っ
た
」

と
感
激
し
た
声
、「
い

い
唄
っ
こ
だ
‼
こ
れ

聞
き
に
き
た
ん
だ
ネ
」
と
感
動
し
た
様
子
。
舞
踊
は
新
し
く

出
演
し
た
一
條
ち
づ
子
さ
ん
や
レ
ク
ダ
ン
ス
が
加
わ
り
、
一

つ
ひ
と
つ
が
見
ご
た
え
が
あ
り
、「
と
て
も
ス
テ
キ
‼
」
の

声
も
聞
こ
え
、
２
時
間
に
わ
た
る
芸
能
発
表
会
は
観
客
を
魅

了
し
、
舘
山
副
会
長(

藤
崎
町
老
連
会
長
）
の
三
本
締
で
終
了
。

1
月
⓰
日 

㈭ 

⓾
時
よ
り
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
「
遊
び
と
男
の
料
理
を
楽
し
む
会
」
を
行
っ
た
。
参
加

加
者
は
豪
雪
の
た
め
⓯
名
（
男
５
名
、
女
⓾
名
）
と
例
年
よ

り
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

こ
の
会
は
平
成
⓭
年
度
よ
り
継
続
し
て
開
催
さ
れ
、
会
員

の
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
日
頃
か
ら
お
世

話
な
っ
て
い
る
女
性
達
に
感
謝
を
込
め
て
、
男
性
達
が
料
理

を
作
り
、
女
性
会
員
を
も
て
な
す
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
男

性
達
が
料
理
を
作
っ
て
る
間
は
、
女
性
達
が
各
種
の
ゲ
ー
ム

を
行
い
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
。

今
回
の
遊
び
は
、
「
ゲ
ー
ム
機
を
使
っ
て
脳
と
体
を
動
か

そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
青
森
県
の
高
齢
者
福
祉
助
成
事

業
を
町
役
場
が
主
管
し
、
単
位
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
に
「
ゲ
ー

ム
機
」
を
貸
し
出
し
、
高
齢
者
の
不
得
意
な
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
会
員
間
の
交
流
や
家
族
と
の
世
代
間

交
流
を
期
待
し
、
楽
し
く
遊
べ
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

ゲ
ー
ム
の
指
導
は
〝
ド
コ
モ
青
森
〟
の
鈴
木
さ
ん
と
川
村

さ
ん
が
行
い
、
町
役
場
か
ら
は
福
祉
課
職
員
が
同
席
し
た
。

ゲ
ー
ム
機
は
「
任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
」
で
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

は
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

ゴ
ル
フ
等
を
用
意
し
て
き
た
が
、
時
間
の
関
係
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
体
験
し
た
。

会
員
は
興
味
津し

ん
し
ん々

順
番
で
体
験
し
、
実
際
の
競
技
と
同
じ

感
覚
で
動
く
と
テ
レ
ビ
の
画
面
に
そ
の
様
子
が
表
示
さ
れ
、

自
分
の
動
作
（
運
動
）
が
思
い
通
り
に
画
面
に
表
現
さ
れ
る

の
で
、
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
た
。

体
験
後
は
、
ゲ
ー
ム
機
で
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
指

導
員
に
詳
し
く
質
問
し
、
孫
と
対
戦
し
て
み
た
い
な
ど
の
感

想
を
漏
ら
し
て
い
た
会
員
も
い
た
。

ゲ
ー
ム
体
験
は
１
時
間
程
で
終
了
し
、
男
性
会
員
に
よ
る

お
楽
し
み
な
料
理
は
〝
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
〟
で
味
も
良
く
副
菜

も
彩
り
と
栄
養
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。

参
加
者
は
料
理
と
飲
み
物
で
談
笑
し
、
久
し
振
り
の
出
会

い
を
楽
し
く
過
ご
し
て 

い
た
。

２　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻

1 土 レクダンス部    9:30
日本舞踊部 13:00

2 日
3 月 芸能部 12:00

4 火 老連役員会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

５ 水
6 木 囲碁・将棋部 12:30
７ 金 常盤小   昔の遊び 10:00

8 土
レクダンス部    9:30
ふじ健大OB会 11:00
日本舞踊部 13:00

9 日

10 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

11 火
12 水 茶道部 13:00

13 木 女性部役員会 9:00
囲碁・将棋部 12:30

14 金

15 土 冬季トランプ大会 9:00
日本舞踊部 13:00

16 日

17 月 芸能部 12:00
広報委員会 13:30

18 火 囲碁・将棋部 12:30
19 水 老連監査会
20 木 囲碁・将棋部 12:30
21 金 藤小２年遊びランド 10:00

22 土 レクダンス部    9:30
日本舞踊部 13:00

23 日
24 月
25 火

26 水 茶道部 13:00
【白寿】配布日 16 時～

27 木 囲碁・将棋部 12:30
28 金

冬
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

　

令
和
６
年
度

中
南
郡
老
連  
芸
能
発
表
会 

一條ちづ子氏（藤）  北海港節

秋元健治氏 三浦会長

　
　
遊
び
と
男
の
料
理
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
豊
田
豊
寿
会

会場を盛り上げた大勢の観衆が、三本締めで芸能発表会を閉じた

民舞「俵積み唄」　藤崎町老連有志会

ボウリングバドミントン

舞踊「じょんから恋来い」　藤崎町　三原佳子他４名

レクダンス「月明り」　藤崎町老連レクダンス部

「泣かせるぜ」司会　山内誠一郎氏
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あ
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
酉
年
、

暗
闇
の
邪
を
祓
い
黎
明
の
時
を
一
番
に
告
げ
る
太
陽
神
の
遣つ

か

い
だ
と
い
う
こ
の
酉
に
負
け
ず
に
頑
張
ろ
う
と
初
詣
で
八
幡

宮
に
誓
っ
て
来
た
が
傘さ

ん
じ
ゅ寿

と
な
っ
て
は
如
何
せ
ん
と
言
お
う
。

常
盤
地
区
の
巻
も
八
幡
宮
か
ら
駅
前
通
り
と
進
み
、
梅
田

町
と
さ
し
か
か
っ
た
が
梅
田
町
に
は
小
路
も
多
く
、
そ
し
て

東
に
も
う
一
本
通
り
が
あ
る
。
村
民
の
皆
さ
ん
は
温
泉
通
り

と
称
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
通
り
に
住
む
石
澤
ふ
み

は
、「
梅
田
町
の
足
跡
」（
梅
田
町
四
十
年
記
念
誌
、
平
成
八

年
一
月
十
日
発
行
）
に
「
道
路
は
古
来
か
ら
増
館
道
と
称
さ

れ
、
二
・
五
m
程
の
幅
で
あ
っ
た
が
両
脇
は
野
バ
ラ
、
フ
ジ
、

茅か
や

の
自
然
草
木
が
繁
茂
し
…
…
…
そ
れ
か
ら
三
十
有
余
年
道

路
は
六
m
と
舗
装
さ
れ
温
泉
も
湧
き
…
夢マ

マ想
地
だ
…
。」
と

記
し
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
土
地
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
こ
の
道
、
中
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
に
直
通
で
あ
り
、
か
つ
て
は
国
民
健
康
保
険
組
合

立  

常
盤
病
院
（
こ
の
場
所
を
選
定
し
た
経
緯
に
つ
い
て
常

盤
村
史
通
史
編
Ⅱ
は　
「
…
。
理
事
長
浅
利
崇
は
「
村
民
の

中
に
は
、
榊
寄
り
の
国
道
端
に
建
て
て
と
の
希
望
も
あ
っ
た

が
、
敷
地
を
買
う
金
が
無
か
っ
た
の
で
、
少
し
奥
に
な
る
が

常
盤
の
石
澤
勇
三
さ
ん
が
一
町
歩
を
寄
附
し
て
く
れ
る
（
私

は
一
千
坪
と
聞
い
た
が
）
と
い
う
の
で
…
‥
、
石
澤
さ
ん
の

土
地
に
建
て
る
こ
と
に
し
た
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
四
月
三
十
日
、
開
業
医
に
貸
付
け
さ
れ
半

分
位
に
縮
小
さ
れ
た
が
常
盤
診
療
所
と
し
て
利
用
さ
れ
便
利

こ
の
う
え
も
な
い
。
そ
の
向
い
側
に
、
農
業
共
済
組
合
並
び

に
青
森
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
直
営
家
畜
診
療
所
が

あ
っ
た
が
、
広
域
合
併
に
よ
り
姿
を
消
し
、
隣
に
常
盤
村
商

工
会
館
が
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
七
日
開
館
さ
れ
、
農
協
ほ

ど
で
は
な
い
が
関
係
者
の
出
入
り
も
多
く
賑
わ
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
、
中
学
校
体
育
館
が
完

成
し
第
二
校
庭
が
整
備
さ
れ
、
生
徒
の
躍
動
す
る
気
合
い
が

こ
だ
ま
し
一
段
と
活
気
づ
い
て
き
た
。

そ
し
て
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
五
日
、
常
盤
村
農
業
協

同
組
合
総
合
改
善
セ
ン
タ
ー
・
常
盤
村
農
業
協
同
組
合
事

務
所
が
落
成
し
（
農
協
関
係
に
つ
い
て
は
「
J
A
常
盤
村

五
十
周
年
誌
〝
輝
〟
平
成
十
年
十
一
月
二
十
三
日
発
行
を
、

も
う
一
度
書
庫
か
ら
出
し
愛
読
し
て
下
さ
い
。」
よ
っ
て
略
）

農
協
裏
口
で
は
あ
る
が
出
入
り
が
便
利
と
な
り
給
水
施
設
が

出
来
て
か
ら
は
、
薬
剤
散
布
の
時
季
に
な
る
と
朝
早
く
か
ら

軽
ト
ラ
が
行
列
を
作
り
、
野
菜
出
荷
の
車
が
行
き
交
う
銀

座
？
と
な
る
。

そ
し
て
昭
和
五
十
五
年
八
月
三
日
、
午
前
九
時
頃
温
泉
が

湧
出
し
た
。                           （
こ
の
項
来
月
に
続
く
）

　「
二
番
煎
じ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

二
番
煎
じ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
も
ら
え
な
い
の
で
す
。

あ
る
政
治
家
が
言
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
一
番
で
な
い
と

ダ
メ
…
…
？
（
笑
い
）

今
回
の
自
民
・
立
憲
か
ト
ッ
プ
を
決
め
る
戦
い
で
は
、
立

憲
が
出
馬
表
明
し
て
も
、
自
民
が
出
て
く
る
と
俄
然
話
題

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
立
憲
よ
り
自
民
に
移
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

ニ
ュ
ー
ス
の
取
り
上
げ
方
も
然
り
時
間
も
し
か
り
、
更
に
は

候
補
の
顔
ぶ
れ
も
然
り
で
あ
る
。
立
憲
の
方
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
な
の
に
新
鮮
味
が
無
い
よ
う
に
映
っ
て
し
ま
う
の
は

私
の
見
方
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
？

あ
る
新
聞
に
も
書
い
て
あ
っ
た
が
、
野
田
・
枝
野
・
泉
な

ど
何
回
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
の
様
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
。

と
て
も
若
く
て
一
回
当
選
の
吉
田
晴
美
（
女
性
）
が
立
候
補

し
た
の
は
素
晴
ら
し
い
が
、
誰
も
彼
女
を
総
理
大
臣
に
し
た

い
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
自
民
の
小
泉
・
河
野
・

新
人
の
小
林
、
ま
た
、
玄
人
受
け
の
す
る
石
破
茂
な
ど
が
出

て
き
た
ら
、
昔
の
名
前
の
立
憲
は
何
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
、

自
民
の
後
塵
を
拝
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
対

等
で
健
全
な
野
党
が
出
て
来
な
い
事
は
自
民
に
と
っ
て
も
不

幸
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
。
国
民
は
あ
る
意
味
自
民
に

愛
想
を
つ
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、

そ
れ
を
何
と
も
し
て
や
れ
ず
、
逆
転
の
一
発
を
放
つ
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
る
野
党
に
も
あ
る

意
味
愛
想
を
つ
か
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

【
白
寿
】
の
よ
う
な
広
報
に
政
治
の
事
を
書
く
べ
き
で
は

な
い
し
、
今
ま
で
書
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
こ

と
程
さ
よ
う
に
何
と
か
何
と
か
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
思
い

か
ら
、
初
め
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

不
快
に
思
う
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
承
知
し
て
い
る

が
、
ま
た
失
礼
と
も
思
っ
て
い
な
が
ら
頑
張
れ
と
い
う
意
味

を
こ
め
て
一
言
！

ニ
ッ
ポ
ン　

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
中
で
す
が
、
老
い
て

も
負
け
ず
元
気
で
愉
し
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

人
間
は
感
謝
や
感
動
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
感
情
が
多
い
ほ
ど

生
命
力
が
強
く
元
気
に
な
り
ま
す
（
第
五
・
六
・
七
回
を
見

て
下
さ
い
）
。
ま
た
人
は
「
窮
乏
や
貧
困
を
経
験
す
る
と
感

謝
や
感
動
が
強
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
今
年
満
九
十
才
、
幸
か
不
幸
か
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

の
窮
乏
生
活
を
経
験
し
て
、
今
は
多
く
の
感
謝
と
感
動
し
て

過
ご
し
て
居
ま
す
。 

そ
ん
な
経
験
の
一
端
を
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

私
は
昭
和
十
年
鎌
倉
市
生
ま
れ
。
昭
和
十
六
年
、
六
才
の

時
に
神
奈
川
県
の
横
浜
市
に
移
り
住
む
。
同
年
、
日
本
は
米

国
と
開
戦
、
八
才
の
時
に
空
襲
に
も
遇
い
、
横
浜
か
ら
秋
田

県
の
鹿
角
市
に
疎
開
。
昭
和
二
十
年
、
十
才
の
時
に
日
本
敗

戦
。
昭
和
三
十
年
弘
前
大
学
医
学
部
入
学
。
昭
和
三
十
七
年

医
師
に
な
り
、
昭
和
四
十
九
年
に
旧
常
盤
村
に
病
院
を
開
設
。

令
和
二
年
八
十
三
才
と
き
わ
会
病
院
辞
職
。 

こ
れ
が
私
の
略
歴
で
す
。 

　
∧
戦
前
∨　
小
学
校
に
入
る
ま
で
鎌
倉
の
海
は
遠
浅
の
広

い
砂
浜
と
蟹
や
小
魚
が
と
れ
る
磯
が
あ
り
、
子
供
達
の
遊
び

場
だ
っ
た
。
漁
師
達
は
朝
早
く
地
引
き
網
漁
を
し
て
、
子
供

達
は
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
る
小
魚
を
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
拾
っ

て
帰
り
、
母
に
喜
ば
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 

戦
前
時
代
は
特
に
不
足
も
知
ら
な
い
子
供
だ
っ
た
。

　
∧
戦
時
中
∨
　
小
学
校
に
入
る
前
年
の
昭
和
十
六
年
十
二

月
八
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
（
当
時
は
大
東
亞
戦
争
と
言
っ

た
）
が
始
ま
っ
た
。「
大
本
営
発
表
、
大
日
本
帝
国
は
真
珠

湾
攻
撃
に
成
功
せ
り
!
!
」
と
ラ
ジ
オ
が
叫
び
、
家
中
ざ

わ
つ
い
て
い
た
事
を
今
で
も
心
に
焼
き
付
い
て
い
る
。 

こ
の
日
の
少
し
前
か
ら
私
の
家
族
は
鎌
倉
か
ら
横
浜
市
に

移
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
日
か
ら
悲
惨
な
小
学
校
（
こ
の

時
か
ら
国
民
学
校
と
言
っ
た
）
時
代
が
始
ま
っ
た
。 

日
本
最
大
の
横
浜
港
、
近
く
に
横
須
賀
海
軍
の
軍
港
、
京

浜
工
業
地
帯
が
一
大
軍
需
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
横
浜
は
日
本

の
中
で
最
も
早
く
戦
争
の
影
響
を
受
け
た
地
域
で
あ
っ
た
。

最
初
に
受
け
た
影
響
は
「
食
糧
難
」
で
、
子
供
に
は
非
常
に

辛
い
時
代
の
始
ま
り
だ
っ
た
。　
　
　

（
次
号
に
続
く
） 

◇
◇ 

川
　
柳 

常
盤
地
区

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

154

寒
立
馬
風
雪
に
耐
え
産
準
備　
　
　
　

    

石
動
寿
賀
子

歳
重
ね
口
先
だ
け
は
気
が
若
い　
　
　

   

大
原
タ
エ
子

三
日
前
お
ぼ
ろ
げ
に
な
る
記
憶
力　
　

 

鈴
木        

て
つ

も
う
沢
山
雪
の
記
録
は
お
断
わ
り　
　

 

石
澤
ゆ
き
こ

大
雪
に
国
旗
も
隠
れ
年
明
け
る　
　
　

 

高
木
あ
つ
子

石
澤
清
五
郎
　

第
二
十
二 

回 

常
盤
ひ
と
り
旅

  
老
い
を
愉
し
く

　
　
　
　
　

元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
　

第
十
一
回 

北常盤駅 梅田町概略図　（小路）

郵便局
梅田町通り

髙木クリーニング店 石澤菓子店 松屋商店
至 増館

至 明徳中温泉通り農協

社会福祉
協議会

常盤温泉

元
　常
盤
診
療
所

現
在
　運
動
施
設

　「ア
ク
シ
ョ
ン
」

元
　常
盤
商
工
会

現
在  

更
地
（
駐
車
場
）

現在の常盤温泉通り
JA津軽みらい
ときわ支店  正面


